
 

 



 

 

３つのポリシー 文学研究科（博士前期課程・博士後期課程） 
 

ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針） 
博士前期課程 

 文学研究科博士前期課程では、学問の意義と研究者の責務を理解

し、所定の年限在籍、必要単位を履修し十分な学力を獲得して、適

切な研究指導に基づく修士論文の作成及び最終試験合格の要件を満

たした場合において、修士（文学・文化財学）を授与します。 

１．学問の意義と研究者の倫理的・社会的責任を理解する。 

２．専門分野に関する研究上の自己確立を目指す。 

３．高度の専門性を有する職業等に必要な能力を備える。 

４．専門的知識と研究能力を活かし、学術的・社会的貢献にむけて

努力する。 

博士後期課程 

 文学研究科博士後期課程では、学問の意義と倫理的・社会的責務

を理解し、研究者としての能力を錬磨して、所定の年限在籍し必要

単位を履修のうえ、適切な研究指導に基づき高度の学術的達成が認

められる博士論文を作成し、最終試験合格の要件を満たした場合に

おいて、博士（文学・文化財学）を授与します。 

 上記以外の学位請求論文については、博士後期課程修了者と同等

以上の学力を有すると認められ、論文審査及び最終試験合格の要件

を満たした場合において、博士（文学・文化財学）を授与します。 

１．学問の意義と研究者の倫理的・社会的責任を深く理解する。 

２．独自の研究を基盤として自己確立を達成する。 

３．高度に専門的な業務に必要な能力と見識を有する。 

４．専門的知識と研究能力を活かし、知的価値創造と社会的貢献に

資する。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
博士前期課程 

 文学研究科博士前期課程では、学問の意義と研究者の責任を正し

く理解し、研究上の自己確立・社会的自立・社会貢献を達成する人

材育成のために、以下の教育課程を編成し、実施しています。 

１．専門教育 

基礎的領域に関する知識・技能の再確認を行う科目をはじめ、

隣接諸学・補助学等の多彩な科目を設置、他専攻の開講科目も

履修可能とし、豊かな学問基盤を形成する。個別専攻分野の高

度な学術研究に加え、社会的自立・社会貢献に資する科目群も

開設している。 

 

 

２．研究指導 

大学院生一人一人の関心・能力に合わせた個別的指導と、協働・

対話を重視する小集団の指導を適切に組み合わせ、貴重書・美

術資料・分析機材等、本学独自の施設設備を活用した教育を行

い、独創的で高度な研究を目指す。 

博士後期課程 

 文学研究科博士後期課程では、学問の意義と研究者の責任を深く

理解し、高い見識と独創的研究への道を開き、専門的職業に従事し

て社会的に自立し、研究成果を説得的に伝達する能力を備えた人材

育成のために、以下の教育課程を編成し、実施しています。 

１．専門教育 

徹底した実証性と明晰な論理性を重視する専門性の高い科目を

設置し、研究対象の特性に即した犀利な分析法や幅広い視野で

研究を構築する能力を養成する。 

２．研究指導 

前期課程の成果を踏まえ、より高度で専門的な研究指導を行う。

後期課程在学生を自立した研究者として鍛え、獲得した学術的

知見を説得的・客観的に伝達し発信する能力を養成する。学術

と社会の発展に寄与する指導的人材の育成を目指すものであ

る。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 
博士前期課程 

 文学研究科博士前期課程では、学問の意義を正しく理解し、新た

な知的価値を創造して社会に貢献する、以下のような人を歓迎しま

す。 

１．学問の意義を理解し、倫理的・社会的責任を自覚している人。 

２．学士課程修了段階に相当する十分な学力を有する人。 

３．研究成果に基づき社会的に自立する強い意志を持つ人。 

４．専門的知識・技能により学術的・社会的貢献を目指す人。 

博士後期課程 

 文学研究科博士後期課程では、学問の意義を深く理解し、独創性

豊かな研究を遂行して社会に貢献する、以下のような人を歓迎しま

す。 

１．学問の意義を深く理解し、倫理的・社会的責任を自覚している

人。 

２．専門分野に関する高度な知識・技能を持ち、独自の発想ができ

る人。 

３．より高度な専門的業務に従事するための能力を有する人。 

４．研究成果を発信し、学術的・社会的貢献を目指す人。 
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 入学者選抜方針  

 博士前期課程  

 【一 般 入 試】 研究を達成するために必要な学力を有しているかを問うのが主眼であり、筆記試験（専門科目・外国

語）を課し、学問の意義に対する理解・自己の研究に対する展望などをあわせて問います。 

判定は、筆記試験・口述試問・調査書・研究計画書により、総合的に行います。 

 【社会人入試】 社会経験に支えられた応用力・学問への意欲及び研究に必要な学力を有しているかを評価します。 

判定は、日本文学専攻・文化財学専攻では口述試問・調査書・研究計画書により、英米文学専攻では

筆記試験（外国語科目としての英語）・面接・調査書・研究計画書により、ドキュメンテーション専攻

では筆記試験・口述試問・研究計画書により、総合的に行います。 

 博士後期課程  

  高度な専門的知識・技能と研究に取り組む真摯な姿勢を評価します。 

判定は、日本文学専攻では研究計画書・口述試問・調査書・論文により、英米文学専攻では修士論文・研究計画書・

口述試問・調査書により、文化財学専攻では筆記試験（英語）・研究計画書・口述試問・調査書・論文により、ドキュ

メンテーション専攻では筆記試験（英語）・口述試問・研究計画書・調査書・修士論文により、総合的に行います。 

 

 募集人員・入試日程  

  インターネット出願の出願期間については郵送受付と同期間ですが、各締切日の前日 17：00 までに出願登録を、 

同 20：00 までに入学検定料のお支払を完了させてください。（締切日当日の登録・お支払はできません。） 

なお、出願登録は各出願期間開始日の 9：00 より受付けます。 

博士前期課程 

募集人員  日本文学専攻  ５人   英米文学専攻  ５人      

       文化財学専攻  ３人   ドキュメンテーション専攻  ３人 
 

 専   攻 入試区分 出願期間 選 考 日 合格発表日 入学手続締切日 

秋 

 

季 

日本文学専攻 
一 般 入 試 

郵送受付(必着) 

平成 29年 9月 19日(火)   

～9 月 29 日(金) 
 ※インターネット出願登録は 

9 月 28 日(木)17:00 まで 

窓口受付 

10 月 2 日(月)・3日(火)のみ 

10 月 7 日(土) 10 月 11日（水） 11月 24日（金） 

社会人入試 

英米文学専攻 
一 般 入 試 

社会人入試 

文化財学専攻 
一 般 入 試 

社会人入試 

ドキュメンテーション専攻 
一 般 入 試 

社会人入試 

春 

 

季 

日本文学専攻 
一 般 入 試 

郵送受付（必着） 

平成 30 年 1月 30 日(火)  

～2 月 9日(金) 
 ※インターネット出願登録は 

2 月 8 日(木)17:00 まで 

窓口受付 

2 月 10 日(土)・13 日(火)のみ 

2 月 20 日(火) 2 月 22 日(木) 3 月 16 日(金) 

社会人入試 

英米文学専攻 
一 般 入 試 

社会人入試 

文化財学専攻 
一 般 入 試 

社会人入試 

ドキュメンテーション専攻 
一 般 入 試 

社会人入試 

 

博士後期課程 

募集人員  日本文学専攻  ２人   英米文学専攻  ２人      

       文化財学専攻  ２人   ドキュメンテーション専攻  ２人 
 

専   攻 出願期間 選 考 日 合格発表日 入学手続締切日 

日本文学専攻 郵送受付（必着） 

平成 30 年 1月 30 日(火)  

～2 月 9日(金) 
 ※インターネット出願登録は 

2 月 8 日(木)17:00 まで 

窓口受付 

2 月 10 日(土)・13 日(火)のみ 

2 月 20 日(火) 2 月 22 日(木) 3 月 16 日(金) 
英米文学専攻 

文化財学専攻 

ドキュメンテーション専攻 



- 2 - 

 

 出願から入学手続まで  

 

 

 

【志願票記入】 

出願書類と記入上の注意（P.４又は P.16)を熟読し、入学試験志願票に記入

漏れや不備のないようにしてください。 

 

 

 

振込期間を確認し、所定の振込用紙で郵便局より振込んでください。 

ＡＴＭは使用不可です。 

インターネット出願の場合は、クレジットカード、コンビニエンスストア

でのお支払が可能です。 

（P.３「インターネット出願の手順」をご参照ください。） 

 

 

 

【郵送の場合】 

出願用封筒を使用し、必要書類を「願書受付センター」へ郵送してくださ

い。締切日を確認し、必ず「簡易書留速達」で郵送してください。 

【窓口の場合】 

窓口受付の日時と時間を厳守し、本学入試キャリアセンター入試課（記念

館地下 1Ｆ）へ持参してください。 

※窓口では、現金の受理はいたしませんのでご注意ください。 

【インターネット出願の場合】 

P.３「インターネット出願の手順」をご参照ください。 

 

 

 

出願書類を提出後、受験票の到着までに７日ほどかかります。 

受験日前日（前日宿泊予定の方は、受験日前々日）までに受験票が到着しな

い場合は、鶴見大学入試キャリアセンター入試課までご連絡ください。 

 

 

 

受験票を必ず持参してください。 

受験する課程・専攻により時間割が異なります。P.7 又は P.19 の時間割を必

ず確認のうえ、受付時間内に到着するようにしてください。 

 

 

 

掲示発表並びに本学ホームページにて合格発表を行います。 

発表日に、合格通知書と入学関係書類を発送します。 

 

 

 

合格発表日から１日～２日後 

 

 
学納金を入学手続締切日までに本学指定の銀行口座へお振込ください。 

また、必要書類を入学手続締切日までに鶴見大学文学部教学課へ郵送してく

ださい。 

① 出願書類の準備 

② 入学検定料振込 

③ 出 願 

④ 受 験 票 到 着 

⑤ 試 験 当 日 

⑥ 合 格 発 表 

⑦ 合格通知到着 

⑧ 入 学 手 続 
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 インターネット出願の手順  

・受験票送付につきましては、Ｐ.６又はＰ.18 を参照してください。 
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 博 士 前 期 課 程  
 

 出願資格  

 【一般入試】 

  次のいずれかに該当する者 

   (1) 大学を卒業した者及び平成 30 年 3月卒業見込みの者 

(2) 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者及び平成 30 年 3月 31 日までに修了見込みの者 

   (3) 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であること。その他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び平成 30 年 3月 31 日

までに修了見込みの者 

   (4) 文部科学大臣の指定した者 

 

 【社会人入試】 

  大学卒業後、3年以上経過した者 

 

 

 出願書類と記入上の注意  

●郵送・窓口出願の場合 

入 学 試 験 志 願 票 

※本学所定用紙を使用してください。 

１. 専攻、課程の該当する番号を○で囲んでください。 

２．住所欄は、必ず連絡の取れる住所、電話番号を記入してください。 

３．所定欄に写真を貼付けてください。（1枚） 

４．「履歴」も必ず記入してください。 

入学検定料納付証明票 

１．入学検定料を郵便局で払込み、受領した「振替払込受付証明書（お客さま用）」を糊付

け部分欄に貼付してください。 

２．ご依頼人住所氏名は、受験者本人の氏名とし、志願専攻を○で囲んでください。 

３．「振替払込請求書兼受領証」は、本人保管用として大切に保管してください。 

※郵便局のみの取扱いとなります。 

調 査 書 

本学所定用紙を使用してください。 

※鶴見大学文学部卒業者及び卒業見込み者は、「在学中の状況及び所見」欄・「推薦書」欄

の記入は不要です。（推薦者職名・氏名及び印は必要です。） 

※社会人入試志願者は、「推薦書」欄の記入並びに推薦者職名・氏名及び印は不要です。 

卒業証明書又は 

卒業見込証明書 

大学において記入厳封のうえ交付されたものを提出してください。 

※各選考日より３箇月以内に発行されたものに限ります。 

※改姓等により、単位成績証明書・卒業証明書等に記載の氏名が現在の氏名と異なる場合

は、改姓の事実が証明できるもの（戸籍抄本等）を併せて提出してください。 

（コピー不可） 
単 位 成 績 証 明 書 

「在留カード」の写し(コピー) 外国籍の志願者のみ提出してください。 

研 究 計 画 書 

専攻しようとする分野のテーマについて、下記の書式に従い提出してください。 

（題名・氏名を必ず明記すること。） 

《日本文学専攻》A4 判（縦・横書き、いずれも可） 

        一般入試志願者 600 字程度、社会人入試志願者 2,000 字程度 

《英米文学専攻》A4 判（横書き）2,000 字程度 

《文化財学専攻》A4 判（縦・横書き、いずれも可）2,000 字程度 

《ドキュメンテーション専攻》A4 判（縦・横書き、いずれも可）2,000 字程度 

職 務 経 歴 書 
ドキュメンテーション専攻志願者のうち、有職者のみ提出してください。 

A4 判（横書き）1～2枚程度 

 注１）写真は、正面上半身、白黒・カラー共に可、背景なし、縦 4cm、横 3 cm、枠なし、提出日の 3箇月以内に撮影した

もので鮮明なもの。裏面に氏名を記入して貼付けてください。 

 注２）入学試験志願票の記入は、黒のペン又はボールペン（鉛筆や消えるペンは使用不可）を使用してください。 

 注３）記入不要欄を除き、楷書で明確に記入してください。 



- 5 - 

 

●インターネット出願の場合（別途郵送が必要となるもの） 

写 真 

1 枚提出してください。 

正面上半身、白黒・カラー共に可、背景なし、縦 4cm、横 3 cm、枠なし、提出日の 

3 箇月以内に撮影したもので鮮明なもの。裏面に氏名・生年月日を記入してください。 

調 査 書 

本学所定用紙を使用してください。 

※鶴見大学文学部卒業者及び卒業見込み者は、「在学中の状況及び所見」欄・「推薦書」欄

の記入は不要です。（推薦者職名・氏名及び印は必要です。） 

※社会人入試志願者は、「推薦書」欄の記入並びに推薦者職名・氏名及び印は不要です。 

卒業証明書又は 

卒業見込証明書 

大学において記入厳封のうえ交付されたものを提出してください。 

※各選考日より３箇月以内に発行されたものに限ります。 

※改姓等により、単位成績証明書・卒業証明書等に記載の氏名が現在の氏名と異なる場合

は、改姓の事実が証明できるもの（戸籍抄本等）を併せて提出してください。 

（コピー不可） 
単 位 成 績 証 明 書 

「在留カード」の写し(コピー) 外国籍の志願者のみ提出してください。 

研 究 計 画 書 

専攻しようとする分野のテーマについて、下記の書式に従い提出してください。 

（題名・氏名を必ず明記すること。） 

《日本文学専攻》A4 判（縦・横書き、いずれも可） 

        一般入試志願者 600 字程度、社会人入試志願者 2,000 字程度 

《英米文学専攻》A4 判（横書き）2,000 字程度 

《文化財学専攻》A4 判（縦・横書き、いずれも可）2,000 字程度 

《ドキュメンテーション専攻》A4 判（縦・横書き、いずれも可）2,000 字程度 

職 務 経 歴 書 
ドキュメンテーション専攻志願者のうち、有職者のみ提出してください。 

A4 判（横書き）1～2枚程度 

 

 

 出願書類提出方法  

 郵送⇒簡易書留速達で郵送してください。 

 窓口⇒窓口受付時間 9 時 00 分 ～16 時 00 分 

    出願場所 入試キャリアセンター入試課（記念館地下 1階）※窓口での現金受理はいたしません。 

 出願書類一式を所定の封筒に入れ提出してください。なお、一度受理した提出書類並びに入学検定料は、返還いたしま

せん。 

 

 

 受験又は就学上の配慮に関する事前相談について  

 身体機能の障害や疾病等により、入学試験を受ける際、又は入学後の学生生活において特別の配慮を必要とする方は、

本学の教育方法や支援体制及び施設設備などで対応することが可能かを協議するため、本学との事前相談を行う必要があ

りますので、必ず出願前（※各選考日の１箇月前まで）に入試キャリアセンター入試課へご連絡ください。事前相談の結

果に基づき、障害や疾病等の程度に応じた可能な範囲の措置を講じます。 

 ただし、ご希望のすべてに対応できるとは限りませんので予めご承知おきください。また、配慮内容によっては、関係

する書類の提出を求める場合や、対応に時間を要する場合がありますので、できるだけお早めにご連絡ください。 

 なお、出願後に大きな病気や怪我をし、受験上の配慮が必要となった場合も、速やかに入試キャリアセンター入試課ま

でご連絡ください。 

 

 

 入学検定料及び納入方法について  

 ■入学検定料 

３５，０００円（郵送・窓口出願の場合） 

 

 インターネット出願の場合は入学検定料が割引（一律 5,000 円減額）になります。【楽々ネット割】 

 ※東日本大震災及び大規模自然災害等による「災害救助法」適用地域において被災した場合は、入学検定料が全額免除

になります。（Ｐ.６の枠内をご確認ください。） 
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＊東日本大震災及び大規模自然災害等による「災害救助法」適用地域において被災(罹災)した場合【被災地特例】 

東日本大震災及び過去２年以内に「災害救助法」が適用された地域にて被災(罹災)した受験生で、罹災(被災)証明

書等とともに本学所定の「入学検定料免除申請書」を提出された方に対しては、①・②の該当有無にかかわらず、入

学検定料を全額免除いたします。「入学検定料免除申請書」の様式等、詳細につきましては、本学ホームページ

（http://www.tsurumi-u.ac.jp）をご覧ください。 

 ※該当する方は出願前に本学ホームページをご確認のうえ、申請書類は必ず必要書類とともに提出してください。 

なお、合格発表日以降の申請は一切受付けられませんので、ご注意ください。 

 ※「災害救助法」適用地域については、内閣府ホームページ（http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/ 

kyuujo_tekiyou.html）をご覧ください。 

 

 

 ■納入方法 ※インターネット出願の場合は、Ｐ.３をご参照ください。 
〔郵便局の場合〕 

(1)納入には、本学所定の払込用紙を使用してください。 

(2)払込用紙に金額等必要事項を記入し、郵便局（ゆうちょ銀行）窓口にて納入してください。 

(3)納入後、受領した「振替払込受付証明書（お客さま用）」を「入学検定料納付証明票」糊付け部分に貼付してくだ

さい。「振替払込受付証明書（お客さま用）」に受付郵便局日附印の無いものは無効です。 

 

 ■入学検定料に関する注意 
納入された入学検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還いたしません。 

・検定料を納入したが、出願書類を提出しなかった場合 

・検定料を納入し、出願書類を提出したが、出願が受理されなかった場合 

・検定料を誤って、所定の金額よりも多く納入した場合 

返還請求方法 

本学入試キャリアセンター入試課までお問合せください。「入学検定料返還願（本学所定用紙）」をお送りします

ので、必要事項を記入のうえ、入試キャリアセンター入試課まで提出してください。 

 

 

 受験票送付について  

  ①インターネット出願と郵送での出願書類提出の場合、受験票はハガキ形式になっています。記載内容を確認し訂正

が必要な場合は、鶴見大学入試キャリアセンター入試課へご連絡ください。 

  ②インターネット出願と郵送での出願の際、受験票発送には、出願書類受理後、７日ほどかかります。遠方より受験

をする場合は、早めに出願をしてください。試験前々日までに到着しない場合は、鶴見大学入試キャリアセンター

入試課までご連絡ください。（受験票の不着を理由とした受験上の配慮や、入学検定料の返戻は一切いたしません。

必ずご連絡のうえご確認ください。） 

  ③受験票は、選考日当日、合格発表の際に必要です。紛失しないように保管してください。 

 

 

 選考方法  

 【一般入試】 

  筆記試験、口述試問、調査書、研究計画書による総合判定 

 

 【社会人入試】 

  《日本文学専攻》 

    口述試問、調査書、研究計画書による総合判定 

  《英米文学専攻》 

    筆記試験（外国語科目としての英語）、面接、調査書、研究計画書による総合判定 

  《文化財学専攻》 

    口述試問、調査書、研究計画書による総合判定 

  《ドキュメンテーション専攻》 

    筆記試験（英語）、口述試問、研究計画書による総合判定 
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 筆記試験科目  

 【一般入試】 

専    攻 専 門 科 目 外 国 語 科 目 

日本文学専攻 日本文学 

英語・フランス語・ドイツ語・中国語のうちから 

出願時に１か国語選択 

（辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 

英米文学専攻 
英米文学・英米文化・英語教育・ 

英語学より出願時に１分野選択 

英語・フランス語・ドイツ語・中国語のうちから 

出願時に１か国語選択（フランス語・ドイツ語・ 

中国語は辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 

文化財学専攻 
歴史学・考古学・ 

美術史学・文化財科学 
英語（辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 

ドキュメンテーション専攻 
図書館学・書誌学・情報学より 

選考日当日に１分野選択 
英語（辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 

  注１）文化財学専攻の専門科目は、４分野より各分野複数出題するので、２問を選択し解答してください。 

（ただし、２分野にわたっての解答も可） 

  注２）外国語科目の受験について、英語・フランス語・ドイツ語・中国語のいずれかを母語とする受験者は、（母語以

外の外国語が選択可能な専攻は）母語を除く外国語を選択するか、日本語受験を申請してください。 

 

 【社会人入試】 

専    攻 外 国 語 科 目 

英米文学専攻 英語（辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 

ドキュメンテーション専攻 英語（辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 

 

 

 試験場 ・・・本学（P.29 を参照） 

 

 

 時間割  

 

 【一般入試】＊秋季・春季 

 日本文学専攻 英米文学専攻 文化財学専攻 ドキュメンテーション専攻 

９：00～９：25 受 付 

９：25～９：30 出 欠 調 査 ・ 問 題 配 付 

９：30～11：30 専 門 科 目 

11：50～11：55 出 欠 調 査 ・ 問 題 配 付 

11：55～12：55 外 国 語 科 目 

12：55～13：45 昼 食 

13：45～13：50 出 欠 調 査 

13：50～ 口 述 試 問 

 

 【社会人入試】＊秋季・春季 

 日本文学専攻 英米文学専攻 文化財学専攻 ドキュメンテーション専攻 

11：20～11：50  受 付  受 付 

11：50～11：55  出欠調査・問題配付  出欠調査・問題配付 

11：55～12：55  外国語科目（英語）  外国語科目（英語） 

12：55～13：45  昼 食  昼 食 

13：15～13：45 受 付  受 付  

13：45～13：50 出 欠 調 査 出 欠 調 査 出 欠 調 査 出 欠 調 査 

13：50～ 口 述 試 問 面 接 口 述 試 問 口 述 試 問 
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 受験当日の注意について  

 熟読のうえ入学試験に臨んでください。 

 (1)受験票は必ず持参してください。万一、受験票を紛失又は忘れた場合は、入場の際に受付に申出て仮受験票の交付を

受けてください。 

 (2)試験場入場の際、受付において係員が受験票を確認しますので提示してください。 

 (3)試験場は、受付開始時刻から入場できます。受験番号により案内しますので受験番号を確認しておいてください。出

欠調査開始時刻までに、受験番号が貼付けられた指定の席に着席してください。 

 (4)試験場内では試験監督者の指示に従ってください。 

 (5)試験場内では、携帯電話等の電源を切ってカバンに収納してください｡ 

 (6)筆記試験の解答には、鉛筆を使用してください。 

 (7)筆記試験中机上に置けるものは、受験票・鉛筆・消しゴム・時計（時刻表示以外の機能を備えているものは使用禁止、

アラームは消しておくこと。）のみとし、これ以外の所持品は置かないでください。下敷きを持参しても使用できま

せん。 

 (8)上履きを用意する必要はありません。 

 (9)試験終了まで試験場の外には出られません。午後まで試験のある受験生は、昼食を持参してください。試験場内での

昼食の販売は行いません。 

 (10)付添者は試験場に入場できませんので、控室でお待ちください。 

【入学試験時の不測の事態の対応について】 

 不測の事態（気象災害、交通事故又は災害等により交通機関の運行に支障をきたした場合等）の対応窓口・お問合せ先

は下記のとおりです。 

鶴見大学入試キャリアセンター入試課  ℡ 045-580-8219・8220 

※緊急のお知らせがある場合は、【鶴見大学入試課公式】受験生応援ブログに掲出します。 

  （http://blog.tsurumi-u.ac.jp/nyushi/em） 

 

 

 合格発表について  

  ■掲示発表 
本学記念館地下１階 入試キャリアセンター入試課前で合格者の受験番号を掲示発表します。 

(合格発表日当日のみ、10 時 00 分～16 時 00 分) 

 

  ■ホームページ 
  本学ホームページに合格者の受験番号を掲載します。（合格発表日当日 10 時 00 分より） 

   http : //www.tsurumi-u.ac.jp 

トップ画面上のバナー「合格発表」をクリックして、該当する入試の合格発表リンクよりご覧いただけます。 

※合格発表をご覧いただくには、ＩＤとパスワードの入力が必要です。ＩＤとパスワードは、入学試験当日にお渡

しする『入学試験についての注意』に記載されておりますので、紛失しないようにご注意ください。 

※該当する入試の合格発表リンクが表示されない場合、ご利用のブラウザにて「最新の情報に更新」（「ページを再

読込み」）を行ってください。 

※閲覧可能期間は、合格発表日より７日間です。 

 

  ■郵送 
   合格者には、合格発表日に合格関係書類一式（「入学手続要項」等）を簡易書留速達で発送します。 

注）電話による合否結果並びにＩＤやパスワードについてのお問合せには応じません。 

 

 

 入学手続について  

合格者に対して「入学手続要項」を郵送します。手続方法の詳細は要項に従ってください。 

(1)学納金は入学手続締切日までに納入してください。 

(2)合格関係書類の不着及び遅配を理由とした入学手続期間終了後の手続きは認めません。 
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 長期履修制度について  

■制度の概要 
 この制度は、文学研究科において、時間的な制約等がある人に対して負担軽減を図り、柔軟な学習機会を提供すること

を目的としており、学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限（博士前期課程２年）を超えて一定の期間に

わたり、計画的に教育課程を履修し修了することを申出ることにより、審査のうえ長期履修を認めるものです。 

 

■申請資格 
 長期履修を申出ることのできる者は、文学研究科の在学生及び入学予定者のうち、次のいずれかに該当する者とします。 

 (1)職業を有する者（正規雇用・臨時雇用は問いません。ただし、短期間のアルバイトは除きます。）で、職務上の事情

により標準修業年限で修了することが困難な者 

 (2)育児、介護等により、標準修業年限で修了することが困難な者 

 (3)その他やむを得ない事情により、標準修業年限で修了することが困難であると学長が認めた者 

 

■在学期間 
 長期履修を許可された者（長期履修学生）の在学期間は、博士前期課程の場合４年を限度とします。ただし、休学期間

は在学期間に算入しません。 

 

■申請方法・時期及び適用の可否 
 文学研究科の入学試験合格者で長期履修を希望する者は、合格した専攻の入学手続期間内に、当該専攻主任と事前相談

のうえ、入学手続締切日までに「長期履修申請書・計画書」「申請資格を証明する書類」等を提出し、長期履修について

申出ることとします。（文学研究科在学中に長期履修を希望する場合は、指導教授と事前相談のうえ、所定の期間内に同

様に申出ることとします。） 

 長期履修の可否については、提出された申請書類等に基づき、文学研究科委員会の審議を経て、学長が決定します。 

 

■長期履修期間の変更 
 長期履修期間の変更（延長又は短縮）は、長期履修学生として入学した者についてのみ、１年単位での変更の申請を受

付けることとし、２月末日までに変更申請書類を提出し変更を申出る必要があります。ただし、修了する予定の学年時に

おける延長及び在学中に長期履修を申請し許可された者の変更申請は認めません。 

 長期履修期間の変更の可否については、文学研究科委員会の審議を経て、学長が決定します。なお、在学中に変更が許

可されるのは１回のみです。 

 

■学納金等 
 長期履修を許可された者は、学納金等として、入学金、授業料、施設設備費、学会費、学生保険料を、所定の期間内（入

学予定者は入学手続期間内）に納入します。ただし、授業料については、標準修業年限分の授業料総額を、長期履修を許

可された年数で割った金額（千円未満の端数が出た場合は初年度にその端数を合計した金額）を毎年納入します。具体的

な納入金額はＰ.10 を参照してください。 

 なお、許可された長期履修期間を超えて在学する場合の授業料等は、一般の学生の授業料等と同等の金額を適用します。

また、在学中に学納金の改定及び長期履修期間の変更が認められた場合には、金額が変更となります。 

※学生保険料は入学手続時のみの納入となりますが、長期履修期間により金額が変動します。 

 

 

長期履修制度の申請に関する詳細は、合格関係書類同封の「入学手続要項」を参照、若しくは鶴見大学文学

部教学課（℡ 045-580-8211・8212）へお問合せください。 
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 学納金等について  

学納金は入学手続締切日までに納入してください。 

なお、長期履修学生（Ｐ.９）として入学の場合、履修期間により金額が変わります。 

過不足のない金額にて納入するよう、注意してください。 

 

 ■初年度納入金 
 

《全専攻共通》                                        （単位：円） 

項    目 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

備   考 
履修期間２年 履修期間３年 履修期間４年 

入  学  金 260,000    260,000   260,000   入学時のみ 

授  業  料 670,000   ＊448,000   335,000   年   額 

施 設 設 備 費 100,000   100,000   100,000   入学時のみ 

計 1,030,000   808,000   695,000    

   ＊履修期間３年の場合の２年次以降の授業料は、年額 446,000 円になります。 

 

  下記の諸費を代理徴収します。 
 

《日本文学専攻・英米文学専攻・ドキュメンテーション専攻》                   （単位：円） 

項    目 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

備   考 
履修期間２年 履修期間３年 履修期間４年 

学  会  費 2,000   2,000   2,000   入学時のみ 

学 生 保 険 料 2,430   3,620   4,660   入学時のみ 

計 4,430   5,620   6,660    
 

《文化財学専攻》                                       （単位：円） 

項    目 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

備   考 
履修期間２年 履修期間３年 履修期間４年 

学  会  費 3,000   3,000   3,000   入学時のみ 

学 生 保 険 料 2,430   3,620   4,660   入学時のみ 

計 5,430   6,620   7,660    

   ※学生保険料は、学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険であり、金額が変更される場合があります。 

 

 ■入学手続時納入額 
 

  《日本文学専攻・英米文学専攻・ドキュメンテーション専攻》           （単位：円） 

 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

履修期間２年 履修期間３年 履修期間４年 

全額納入の場合 1,034,430  813,620  701,660  

授業料分納の場合 699,430  589,620  534,160  
 

  《文化財学専攻》                               （単位：円） 

 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

履修期間２年 履修期間３年 履修期間４年 

全額納入の場合 1,035,430  814,620  702,660  

授業料分納の場合 700,430  590,620 535,160  

 

(1) 授業料は２回に分けて納入することができます。分納額の納入期限は、入学年度の９月末日です。 

(2) 入学手続期間内に書類の提出及び学納金等の納入手続きをしない場合は入学を許可しません。 

(3) 鶴見大学卒業生及び卒業見込み者は、入学金を半額免除とし、施設設備費は全額免除します。 

 

 

 

 
 

 

※ 

※ 
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 博士前期課程の概要  
 

趣 旨 
 

 本学は、禅の精神に基づく社会福祉の増進と、社会文化の向上に貢献するために、昭和 38 年、文学部（日本文学科・英

米文学科（平成 14 年４月英語英米文学科に名称変更））をもって開学し、昭和 45 年に歯学部、昭和 52 年に大学院歯学研

究科を設置、平成元年に至り、大学院文学研究科修士課程（日本文学専攻・英米文学専攻）を開設しました。更に日本文

学専攻は平成６年に、英米文学専攻は平成９年に、それぞれ修士課程を吸収して、日本文学専攻博士前期・後期課程、英

米文学専攻博士前期・後期課程として新たに発足しました。 

 また、平成 10 年４月、文学部既設の２学科に加え文化財学科を、更に平成 16 年４月にドキュメンテーション学科を設

置しました。この文化財学科を基礎とする大学院文学研究科文化財学専攻博士前期・後期課程を平成 14 年４月に増設し、

更にドキュメンテーション学科を基礎とする大学院文学研究科ドキュメンテーション専攻博士前期・後期課程を平成 30 年

４月より増設することになりました。 

 文学研究科博士前期課程は、文学部における教育の基礎のうえに、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野にお

ける研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養うことを目的として、志有る人材を広く求めるものです。 

 

 

研究科・専攻 
 

研 究 科 専   攻 

文学研究科 

日本文学専攻 

英米文学専攻 

文化財学専攻 

ドキュメンテーション専攻 

 

 

標準修業年限  ２年 

 

 

入学定員・収容定員 
 

研 究 科 専   攻 入 学 定 員 収 容 定 員 

文学研究科 

日本文学専攻 ５人 10 人 

英米文学専攻 ５人 10 人 

文化財学専攻 ３人 ６人 

ドキュメンテーション専攻 ３人 ６人 

 

 

課程の修了 
 

 ２年以上在学し、所定の授業科目について 32 単位以上修得し、かつ必要な研究指導を受けたうえ、本学の行う修士論文

の審査及び最終試験に合格することが必要です。 

 

 

学位授与 
 

 本学文学研究科博士前期課程において所定の課程を修了した者に対して、日本文学専攻、英米文学専攻及びドキュメン

テーション専攻は修士（文学）、文化財学専攻は修士（文化財学）の学位を授与します。 
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専攻の特色 

 日本文学専攻  
 

 (1) 日本文学は古典と近代とを問わず、いずれも文献資料による検証を繰り返し、問題の解明を図るという文献学的方

法を基本とした教育・研究を推進します。 

 (2) 文学部日本文学科開設以来、図書館と協力して、古典では、源氏物語・歌書・連歌書を中心とした典籍、近代では、

広汎な作家の自筆原稿・初版本・文芸雑誌などの稀覯本の蒐集に努めてきました。これらをもとに、文献学の基礎で

ある書誌学の方法を、原典に即して指導します。 

 (3) 基本的な資料解釈の方法を学ぶ必修の文献読解科目（Ⅰ群）の上に、研究科目（Ⅱ群）と演習科目（Ⅲ群）を組み

合わせることで研究対象を正確に把握し、基礎学力が身につく教育課程を構成しています。 

 (4) 今日の日本文学研究は多岐に深化して、単にみずからの領域のみにとどまらず、隣接諸学の援用が是非とも必要で

す。日本文学と関係の深い日本語学の相互補完は勿論、更に書誌学・日本史学・中国文学・仏教文学などが特に重視

され、これ等を併せ教授することによって、視野の広い国際社会にも通用する日本文学研究者を育成します。 

 (5) 特に古典文学や近代文学研究に必要な日本文化や西欧文化の学習に対応するため、他専攻科目の履修ができるよう

配慮しています。 

 (6) 教育職・専門職等、広く社会で活動する人材育成のために、総合的な読解力や幅広い知識の獲得を支援します。 

 

専任教員及び研究分野（平成 29 年度） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

中 川 博 夫 教 授 中世文学、和歌文学 中世歌学書、藤原定家、関東歌壇、京極派等 

片 山 倫太郎 教 授 近代文学 川端康成他、明治・大正・昭和文学 

新 沢 典 子 准教授 上代文学 万葉集 

神 林 尚 子 講 師 近世文学 江戸戯作・草双紙 

金   文 京 教 授 中国文学 中国近世戯曲小説・東アジア比較文学 

 

開設科目（平成 29 年度） 

授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位 

Ⅰ 

 

群 

文 献 読 解 Ⅰ（古典） ２ 

Ⅲ 

 

 

群 

日本文学演習Ⅰ ４ 

文 献 読 解 Ⅱ（近代） ２ 日本文学演習Ⅱ ４ 

文 献 読 解 Ⅲ（漢文） ２ 日本文学演習Ⅲ ４ 

文 献 読 解 Ⅳ（日本語学） ２ 日本文学演習Ⅳ ４ 

Ⅱ 

 

 

群 

日本文学研究Ⅰ（上代） ４ 日本文学演習Ⅴ ４ 

日本文学研究Ⅱ（中古） ４ 日本語学演習 ４ 

日本文学研究Ⅲ（中世） ４ 日本史史料演習 ４ 

日本文学研究Ⅳ（近世） ４ 日本書誌演習Ⅰ（古典） ４ 

日本文学研究Ⅴ（近代） ４ 日本書誌演習Ⅱ（近代） ４ 

日本語学研究 ４ 

 

中国文学研究 ４ 

日本書誌研究 ４ 

人文情報管理研究 ４ 

人文情報検索研究 ４ 

※修了所要単位 32 単位のうちⅠ群より４科目８単位、Ⅱ群、Ⅲ群よりそれぞれ３科目 12 単位以上を履修し、単位を修

得しなければなりません。なおⅠ群は必修とし、原則として１年次に履修することが必要です。 
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専攻の特色 

 英米文学専攻  
 

 学部学科及びカリキュラムの改正にともない、また現今の学問領域の多様化、超域化にともなって、英米文学、英語学、

英米文化に加え表象文化や比較文学・文化など、院生の幅広い研究ニーズに対応した指導体制をとっています。具体的に

は以下のとおりです。 

 (1) 文学部開設以来積み重ねてきた英米文学・英語学の正統的な方法を基準に、英米文学・英語学の研究を更に深めま

す。 

 (2) 学部において設置されている、英米文化研究あるいは表象文化研究を更に深めて研究します。 

 (3) 学部に設置され、鶴見大学比較文化研究所を有する比較文学・文化研究を更に深めて研究します。 

 (4) 上記研究を達成するために、総合的英語力養成に十分配慮しています。 

 (5) 以上の研究を補完するために、言語学研究・異文化間コミュニケーション研究・ヨーロッパ文学文化研究・アカデ

ミックライティング・アカデミックプレゼンテーションなどの科目を置いています。 

 

専任教員及び研究分野（平成 29 年度） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

マーティン・ 

Ｃ・コネリー 
教 授 

中世英文学／イギリス文学／ア

イルランド文学／英米文化／

O r a l  &  W r i t t e n  E n g l i s h 

Communication 

Arthurian Romance, Awntyrs Off Arthure, 

T r e n t a l s  o f  S t  G r e g o r y / J a m e s  J o y c e 

studies/modern poetry and novel in U.K. &  

Ireland /English speaking & writing skills 

菅 野 素 子 准教授 
イギリス文学、英語文学、文学批

評 

イギリス文学、特に戦後のイギリスに移動してきた作家の作

品を研究しています。複数の言語や文化の狭間に生きる作家

がどのように場を切り開いているかに関心があります。 

深 谷 素 子 准教授 
アメリカ文学・アメリカ文化。文

学作品を用いた英語教育。 

20 世紀の小説（F.Scott Fitzgerald など）を中心に、資本

主義社会とアメリカ文学、文化の関わりについて。多読を中

心に、文学作品を英語教育に用いる意義と効果の研究。 

鈴 木 周太郎 准教授 アメリカ史、ジェンダー研究 
初期アメリカの女子教育について、特にヨーロッパとの思想

の交流と関連づけながら考察する。 

草 薙 優 加 教 授 

英語教授法、応用言語学、第二言

語習得論、非言語コミュニケーシ

ョン、身ぶり、多読、ドラマ・イ

ン・エデュケーション 

英語教育における談話と相互行為（非言語コミュニケーショ

ン、身ぶり、マルチモダリティ）、英語教育と教養・表現（読

書、アート、ドラマ）を、主に質的研究法を用いて研究する。 

松 山 明 子 准教授 
言語社会学、ウェールズのバイリ

ンガリズム 

異なる言語の話者がいる多文化社会の課題についてウェー

ルズ語復興の事例から考察する。 

宮 下 治 政 准教授 英語学 
英語統語論・比較統語論・生成文法理論（極小主義）・言語

変化（英語史） 

根 岸 純 子 准教授 
英語科教育、応用言語学、第二言

語習得、スピーキング 

複数話者（ペアあるいはグループ）によるオーラル・インタ

ラクションおよび評価基準に関する研究。量的研究は統計処

理中心、質的研究は会話分析などを実施している。 

加 川 順 治 教 授 

西ヨーロッパの詩･小説･哲学。ボ

ードレール、プルースト(仏)、ダ

ンテ、ヴィーコ、モンターレ(伊)、

ガルシア＝ロルカ、アレイクサン

ドレ(西) 

より善く生きる勇気を絶望的な現実の直視に汲む、という西

欧文化の傾向の最も価値ある成果を、強固にペシミスティッ

クな外観を呈する（そのレベルだけで論じられがちな）作家

たちに見る。 

冨 岡 悦 子 教 授 
ドイツ文学・文化、比較文学・文

化 

ドイツ語圏の近現代詩、特にＰ．ツェラン研究。ドイツと日

本にみられる植物詩の比較研究 

 

開設科目（平成 29 年度） 

授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位 

イギリス文学演習 ４ 異文化間コミュニケーション研究 ４ 

アメリカ文学演習 ４ アカデミック・ライティング ４ 

英語学演習 ４ アカデミック・プレゼンテーション ４ 

英米文化演習 ４ 人文情報管理演習 ４ 

イギリス文学研究 ４ 人文情報管理研究 ４ 

アメリカ文学研究 ４ 人文情報検索研究 ４ 

英語学研究 ４ 人文情報演習Ⅰ ４ 

英米文化研究 ４ 人文情報演習Ⅱ ４ 

ヨーロッパ文学・文化研究 ４ 英語教育研究 ４ 

比較文学・文化研究 ４ 英語教育演習 ４ 

言語学研究 ４ 国際文化研究 ４ 

表象文化研究 ４  

※修了所要単位は 32 単位です。 
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専攻の特色 

 文化財学専攻  
 

 文化財学専攻は、「文献資料」、「考古資料」、「美術工芸資料」、「分析・保存」の４つの専門分野を設定し、文化財学全般

についての深い知見を有する人材の育成を通じ、指導的な研究者と専門的職業人の両者の養成を図ります。文化財学専攻

の４つの分野での教育・研究の特色は以下のとおりです。 

 (1) 文献資料分野 

   文献資料を主な研究対象とし、古文書・古典籍関係を基礎とした高度な文献資料学の掘り下げに取り組む。本学が

所蔵する日本史関係の文献資料を考究し、文化財学に必須の諸資料の読解・分析力を養うことを教育指導の特色とし

ています。また、古文書の実物を用い、整理しつつ破損を修復するためのより高度な技術の習熟にも配慮しています。 

 (2) 考古資料分野 

   物質資料を主な研究対象とする考古資料の分野では、歴史時代の遺跡を主とし、発掘に伴う出土品ばかりでなく、

史料や伝世品をも参照しつつ、広義の歴史学を追究する研究法を教授します。更に物質資料の化学的な調査・分析法

と資料の保存を視野に入れた技術力を備えた秀でた研究者を養成するための指導・教育を行います。 

 (3) 美術工芸資料分野 

   美術工芸資料の分野では、文化財を生み出した技術の特質を解明することに重点を置き、実物を取り扱い保存修理

に寄与できる優れた伝統的技術を持った研究者の養成を目指します。 

 (4) 分析・保存分野 

   文化財の保存・分析の分野では、文化財のもつ材質の科学的特性を調査・分析し、保存・修復までをなし得る高度

な技術を身につけた研究者を養成し、遺物・遺跡保存や工芸品の修復・保存技術について実際的研究を行います。古

都鎌倉には、多くの神社に秀でた美術・工芸品が伝世されており、市内の遺跡からは多量の考古学遺物が出土してい

る。これらの実物に即した研究を行います。 

 (5) 上記の４分野は相互に関連する所が多く、２分野以上にまたがる研究を行うことにより学際的、総合的な教育・研

究を通じ、新たな文化財学を構築します。 

 

専任教員及び研究分野（平成 29 年度） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

田 中 和 彦 准教授 考古学 東南アジア考古学 

石 田 千 尋 教 授 歴史学 日蘭交渉史 

小 池 富 雄 教 授 工芸史 漆工史 

小 林 恭 治 教 授 日本語史 文字史 

宗   秀 明 教 授 考古学 考古学 

緒 方 啓 介 准教授 美術史 東洋・日本彫刻史 

下 室 覚 道 教 授 仏教史 禅宗史 

星 野 玲 子 准教授 文化財科学 石造文化財 

 

開設科目（平成 29 年度） 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 

Ａ 

 

 

群 

文化財学特殊講義Ⅰ（文献資料学） ４ 

Ｂ 

 

群 

文化財学演習Ⅰ（文献資料学） ４ 

文化財学特殊講義Ⅱ（文献資料学） ４ 文化財学演習Ⅱ（考古資料学） ４ 

文化財学特殊講義Ⅲ（考古資料学） ４ 文化財学演習Ⅲ（美術・工芸資料学） ４ 

文化財学特殊講義Ⅳ（考古資料学） ４ 文化財学演習Ⅳ（分析・保存科学） ４ 

文化財学特殊講義Ⅴ（美術・工芸資料学） ４ 文化財学演習Ⅴ（情報検索学） ４ 

文化財学特殊講義Ⅵ（美術・工芸資料学） ４ 
Ｃ 

 

群 

建築文化財特殊講義 ４ 

文化財学特殊講義Ⅶ（分析・保存科学） ４ 日本仏教史特殊講義 ４ 

文化財学特殊講義Ⅷ（人文情報検索研究 ） ４ 文献資料演習（文字・訓点） ４ 

 人文情報管理研究 ４ 

※修了所要単位は 32 単位です。ただしＡ群より３科目 12 単位以上、Ｂ群より２科目８単位以上を履修し、単位を修得

しなければなりません。 
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専攻の特色 

 ドキュメンテーション専攻  
 

 ドキュメンテーション専攻は、高度デジタル化社会の中で、人文学の分野においても時代に即した技能や知識を修得し

た人材育成が求められていることから、図書館学、書誌学、情報学の３分野を融合した新しい時代に呼応する教育研究の

場を設けるために設置されます。 

 鶴見大学文学部にドキュメンテーション学科が設立された時に掲げられた「従来の図書館情報学では十分ではなかった

文献資料そのものの専門教育の強化と、それらを効率的に扱うための先端的人文系情報処理学の専門教育の強化」の目標

は、設立から 12 年を経た現在でも図書館情報学においてその重要さは変わらず、むしろ情報のデジタル化の勢いは当時の

未来予測を超え、先端的人文系情報処理の重要性はいっそう増しているといえます。このような情勢においては、学部レ

ベルの教育環境ではもはや十分ではなく、より高度な教育と研究の場を設けることが求められています。以上の背景から、

図書館学、書誌学、情報学の３分野を融合した教育・研究を目指すのが本専攻です。 

 企業や図書館でさまざまな情報を扱う人々やナレッジマネージメント等に従事する社会人は、既習の知識や技能がもは

や現在ある問題の解決には十分ではないと認識していながらも、この解決には複合領域的な知識が求められる一方、それ

らは個人での学習が難しいという状況に直面しています。本専攻では、このような実務者に向けても、教育研究の場を提

供し、複合領域的な分野における問題に対しても対応できる理論的な問題解決能力を身につけ、実践の現場でそれらを応

用し、問題解決に取り組むことができる人材を育成します。 

 本専攻の特徴として、研究指導は図書館学、書誌学、情報学を専門とする教員が専門領域の枠を超え、連携して集団で

指導します。また、社会で発生する複合領域的な現実課題に対応する授業を設けています。 

 本専攻の博士前期課程では、数百年前の文献資料から電子媒体、更には高度な情報処理を介する多様な形態の情報を等

しく扱う能力を修得するための、既存の学問領域としてある図書館学、書誌学、人文系情報学の基礎を身につけ、多様な

ドキュメンテーションに対応する知識と技能を修得した専門家として、学際領域特有の柔軟性と開拓力を持った人材を育

成します。 

 

専任教員及び研究分野（平成 30 年度予定） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

角 田 裕 之 教 授 図書館情報学、計量書誌学 
図書館に関する経営情報や利用情報、文献の書誌等を

計量し、相関関係や因果関係を考察します。 

大 矢 一 志 教 授 電子資料 電子資料論、人文資料の計算機処理 

伊 倉 史 人 教 授 和歌文学・書誌学 歌学書・中世古今集注・江戸期の叢書（群書類従、丹鶴叢書等） 

田 辺 良 則 教 授 情報学、計算機科学 
計算機システムの仕様と挙動を、離散数学を用いたモ

デリングによって解析する手法の研究 

元 木 章 博 教 授 

教育情報学、福祉情報工

学、図書館情報学（特に障

害者サービス） 

ＩＣＴを活用し、公的サービス機関や教育組織等にお

ける問題を解決に導く研究を実施します。その対象は、

図書館や学校、大学、福祉施設等です。 

河 西 由美子 教 授 教育学・図書館情報学 情報リテラシー・メディアリテラシー・読解力の育成など  

久保木 秀 夫 准教授 書誌学 和歌・中古仮名散文、古写本・古筆切 

 

開設科目（平成 30 年度予定） 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 

基礎科目 ドキュメンテーション基礎 ８ 

個別領域 

科目群 

（Ａ群） 

図書館情報学研究Ⅰ(a,b,c,d) ８(各２) 

研究指導 

科目 

研究論文演習Ⅰ ４ 図書館情報学研究Ⅱ(a,b,c,d) ８(各２) 

研究論文演習Ⅱ ４ 人文情報学研究Ⅰ(a,b,c,d) ８(各２) 

課題型 

科目群 

（＊） 

課題研究Ⅰ ４ 人文情報学研究Ⅱ(a,b,c,d) ８(各２) 

課題研究Ⅱ ４ 人文情報学研究Ⅲ(a,b,c,d) ８(各２) 

実地研究Ⅰ ４ 書誌学研究Ⅰ(a,b,c,d) ８(各２) 

実地研究Ⅱ ４ 書誌学研究Ⅱ(a,b,c,d) ８(各２) 

 

個別領域 

科目群 

（Ｂ群） 

ドキュメンテーション研究Ⅰ ２ 

ドキュメンテーション研究Ⅱ ２ 

※修了所要単位は 32 単位です。ただし基礎科目８単位、研究指導科目より４単位以上、課題型科目群及び個別領域科目

群より 12 単位以上を履修し、単位を修得しなければなりません。なお、基礎科目は初年度に、研究指導科目は毎年い

ずれかの履修が必要です。 

＊課題型科目群は、一定期間以上の有職者を対象とした科目となります。対象となるか事前に確認を希望する場合は、

出願前にお問合せください。 
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 博 士 後 期 課 程  
 

 出願資格  

  次のいずれかに該当する者 

   (1) 修士の学位を有する者及び平成 30 年 3月修士の学位を取得見込みの者 

   (2) 外国において修士の学位に相当する学位を授与された者 

   (3) 文部科学大臣の指定した者 

   (4) 本研究科において修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者  

 

 

 出願書類と記入上の注意  

●郵送・窓口出願の場合 

入 学 試 験 志 願 票 

※本学所定用紙を使用してください。 

１. 専攻、課程の該当する番号を○で囲んでください。 

２．住所欄は、必ず連絡の取れる住所、電話番号を記入してください。 

３．所定欄に写真を貼付けてください。（１枚） 

４．「履歴」も必ず記入してください。 

入 学 検 定 料 納 付 証 明 票 

１．入学検定料を郵便局で払込み、受領した「振替払込受付証明書（お客さま用）」を

糊付け部分欄に貼付けてください。 

２．ご依頼人住所氏名は、受験者本人の氏名とし、志願専攻を○で囲んでください。 

３．「振替払込金請求書兼受領証」は、本人保管用として大切に保管してください。 

※郵便局のみの取扱いとなります。 

調 査 書 

本学所定用紙を使用してください。 

※ただし、本学文学研究科博士前期課程（修士課程）修了者及び修了見込み者は、「在 

学中の状況及び所見」欄・「推薦書」欄の記入は不要です。（推薦者職名・氏名及び

印は必要です。） 

修了証明書又は 

修了見込証明書 

大学（大学院）において記入厳封のうえ交付されたものを提出してください。 

※各選考日より３箇月以内に発行されたものに限ります。 

※改姓等により、単位成績証明書・卒業証明書等に記載の氏名が現在の氏名と異なる

場合は、改姓の事実が証明できるもの（戸籍抄本等）を併せて提出してください。 

（コピー不可） 単 位 成 績 証 明 書 

「在留カード」の写し(コピー)  ※外国籍の志願者のみ提出してください。 

所 属 長 の 受 験 許 可 書 ※在職中の志願者のみ提出してください。 

修 士 論 文 等 

《日本文学専攻》修士論文又はこれに準ずる論文。それぞれ要旨をつけてください。 

《英米文学専攻》修士論文の写し及びその要旨又はこれに準ずる既発表論文 

修士論文が日本語で表記されている場合は英文の概要を、英語で

表記されている場合は日本語での概要を提出してください。概要

は日本語の場合は 2,000 字程度、英語の場合は 800 ワード程度を

目安とします。 

《文化財学専攻》修士論文の写し及びその要旨又はこれに準ずる既発表論文 

《ドキュメンテーション専攻》修士論文の写し及びその要旨又はこれに準ずる既発表論文 

※ただし、本学文学研究科博士前期課程（修士課程）修了者及び修了見込み者は、提

出不要です。 

研 究 計 画 書 A4 判任意様式 2,000 字程度。必ず題名・氏名を明記してください。 

（注１）写真は、正面上半身、白黒・カラー共に可、背景なし、縦４cm、横３cm、枠なし、提出日の３箇月以内に撮影した

もので鮮明なもの。裏面に氏名を記入して貼付けてください。 

（注２）入学試験志願票の記入は、黒のペン又はボールペン（鉛筆や消えるペンは使用不可）を使用してください。 

（注３）記入不要欄を除き、楷書で明確に記入してください。 
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●インターネット出願の場合（別途郵送が必要となるもの） 

写 真 

１枚提出してください。 

正面上半身、白黒・カラー共に可、背景なし、縦 4cm、横 3cm、枠なし、提出日の 

３箇月以内に撮影したもので鮮明なもの。裏面に氏名・生年月日を記入してください。 

調 査 書 

本学所定用紙を使用してください。 

※ただし、本学文学研究科博士前期課程（修士課程）修了者及び修了見込み者は、「在 

学中の状況及び所見」欄・「推薦書」欄の記入は不要です。（推薦者職名・氏名及び

印は必要です。） 

修了証明書又は 

修了見込証明書 

大学（大学院）において記入厳封のうえ交付されたものを提出してください。 

※各選考日より３箇月以内に発行されたものに限ります。 

※改姓等により、単位成績証明書・卒業証明書等に記載の氏名が現在の氏名と異なる

場合は、改姓の事実が証明できるもの（戸籍抄本等）を併せて提出してください。 

（コピー不可） 単 位 成 績 証 明 書 

「在留カード」の写し(コピー)  ※外国籍の志願者のみ提出してください。 

所 属 長 の 受 験 許 可 書 ※在職中の志願者のみ提出してください。 

修 士 論 文 等 

《日本文学専攻》修士論文又はこれに準ずる論文。それぞれ要旨をつけてください。 

《英米文学専攻》修士論文の写し及びその要旨又はこれに準ずる既発表論文 

修士論文が日本語で表記されている場合は英文の概要を、英語で

表記されている場合は日本語での概要を提出してください。概要

は日本語の場合は 2,000 字程度、英語の場合は 800 ワード程度を

目安とします。 

《文化財学専攻》修士論文の写し及びその要旨又はこれに準ずる既発表論文 

《ドキュメンテーション専攻》修士論文の写し及びその要旨又はこれに準ずる既発表論文 

※ただし、本学文学研究科博士前期課程（修士課程）修了者及び修了見込み者は、提

出不要です。 

研 究 計 画 書 A4 判任意様式 2,000 字程度。必ず題名・氏名を明記してください。 

 

 

 出願書類提出方法  

 郵送⇒簡易書留速達で郵送してください。 

 窓口⇒窓口受付時間 9 時 00 分 ～16 時 00 分 

    出願場所 入試キャリアセンター入試課（記念館地下 1階）※窓口での現金受理はいたしません。 

 出願書類一式を所定の封筒に入れ提出してください。なお、一度受理した提出書類並びに入学検定料は、返還いたしま

せん。 

 

 

 受験又は就学上の配慮に関する事前相談について  

 身体機能の障害や疾病等により、入学試験を受ける際、又は入学後の学生生活において特別の配慮を必要とする方は、

本学の教育方法や支援体制及び施設設備などで対応することが可能かを協議するため、本学との事前相談を行う必要があ

りますので、必ず出願前（※各選考日の１箇月前まで）に入試キャリアセンター入試課へご連絡ください。事前相談の結

果に基づき、障害や疾病等の程度に応じた可能な範囲の措置を講じます。 

 ただし、ご希望のすべてに対応できるとは限りませんので予めご承知おきください。また、配慮内容によっては、関係

する書類の提出を求める場合や、対応に時間を要する場合がありますので、できるだけお早めにご連絡ください。 

 なお、出願後に大きな病気や怪我をし、受験上の配慮が必要となった場合も、速やかに入試キャリアセンター入試課ま

でご連絡ください。 

 

 

 入学検定料及び納入方法について  

 ■入学検定料 

３５，０００円（郵送・窓口出願の場合） 

 

 インターネット出願の場合は入学検定料が割引（一律 5,000 円減額）になります。【楽々ネット割】 

 ※東日本大震災及び大規模自然災害等による「災害救助法」適用地域において被災した場合は、入学検定料が全額免除

になります。（Ｐ.18 の枠内をご確認ください。） 
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＊東日本大震災及び大規模自然災害等による「災害救助法」適用地域において被災(罹災)した場合【被災地特例】 

東日本大震災及び過去２年以内に「災害救助法」が適用された地域にて被災(罹災)した受験生で、罹災(被災)証明

書等とともに本学所定の「入学検定料免除申請書」を提出された方に対しては、①・②の該当有無にかかわらず、入

学検定料を全額免除いたします。「入学検定料免除申請書」の様式等、詳細につきましては、本学ホームページ

（http://www.tsurumi-u.ac.jp）をご覧ください。 

 ※該当する方は出願前に本学ホームページをご確認のうえ、申請書類は必ず必要書類とともに提出してください。 

なお、合格発表日以降の申請は一切受付けられませんので、ご注意ください。 

 ※「災害救助法」適用地域については、内閣府ホームページ（http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/ 

kyuujo_tekiyou.html）をご覧ください。 

 

 

 ■納入方法 ※インターネット出願の場合は、Ｐ.３をご参照ください。 
〔郵便局の場合〕 

(1)納入には、本学所定の払込用紙を使用してください。 

(2)払込用紙に金額等必要事項を記入し、郵便局（ゆうちょ銀行）窓口にて納入してください。 

(3)納入後、受領した「振替払込受付証明書（お客さま用）」を「入学検定料納付証明票」糊付け部分に貼付してくだ

さい。「振替払込受付証明書（お客さま用）」に受付郵便局日附印の無いものは無効です。 

 

 ■入学検定料に関する注意 
納入された入学検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還いたしません。 

・検定料を納入したが、出願書類を提出しなかった場合 

・検定料を納入し、出願書類を提出したが、出願が受理されなかった場合 

・検定料を誤って、所定の金額よりも多く納入した場合 

返還請求方法 

本学入試キャリアセンター入試課までお問合せください。「入学検定料返還願（本学所定用紙）」をお送りします

ので、必要事項を記入のうえ、入試キャリアセンター入試課まで提出してください。 

 

 

 受験票送付について  

  ①インターネット出願と郵送での出願書類提出の場合、受験票はハガキ形式になっています。記載内容を確認し訂正

が必要な場合は、鶴見大学入試キャリアセンター入試課へご連絡ください。 

  ②インターネット出願と郵送での出願の際、受験票発送には、出願書類受理後、７日ほどかかります。遠方より受験

をする場合は、早めに出願をしてください。試験前々日までに到着しない場合は、鶴見大学入試キャリアセンター

入試課までご連絡ください。（受験票の不着を理由とした受験上の配慮や、入学検定料の返戻は一切いたしません。

必ずご連絡のうえご確認ください。） 

  ③受験票は、選考日当日、合格発表の際に必要です。紛失しないように保管してください。 

 

 

 選考方法  

  《日本文学専攻》 

    研究計画書、口述試問、調査書、論文による総合判定 

  《英米文学専攻》 

    修士論文、研究計画書、口述試問、調査書による総合判定 

  《文化財学専攻》 

    筆記試験（英語）、研究計画書、口述試問、調査書、論文による総合判定 

  《ドキュメンテーション専攻》 

    筆記試験（英語）、研究計画書、口述試問、調査書、論文による総合判定 

 

 

 筆記試験科目  

 

専    攻 外 国 語 科 目 

文化財学専攻 英語（辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 

ドキュメンテーション専攻 英語（辞書持込可 ただし電子辞書は不可） 
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 試験場 ・・・本学（P.29 を参照） 

 

 

 時間割  

 日本文学専攻 英米文学専攻 文化財学専攻 ドキュメンテーション専攻 

11：20～11：50   受 付 受 付 

11：50～11：55   出欠調査・問題配付 出欠調査・問題配付 

11：55～12：55   外国語科目（英語） 外国語科目（英語） 

12：55～13：45   昼 食 昼 食 

13：15～13：45 受 付 受 付   

13：45～13：50 出 欠 調 査 出 欠 調 査 出 欠 調 査 出 欠 調 査 

13：50～ 口 述 試 問 口 述 試 問 口 述 試 問 口 述 試 問 

 

 

 受験当日の注意について  

 熟読のうえ入学試験に臨んでください。 

 (1)受験票は必ず持参してください。万一、受験票を紛失又は忘れた場合は、入場の際に受付に申出て仮受験票の交付を

受けてください。 

 (2)試験場入場の際、受付において係員が受験票を確認しますので提示してください。 

 (3)試験場は、受付開始時刻から入場できます。受験番号により案内しますので受験番号を確認しておいてください。出

欠調査開始時刻までに、受験番号が貼付けられた指定の席に着席してください。 

 (4)試験場内では試験監督者の指示に従ってください。 

 (5)試験場内では、携帯電話等の電源を切ってカバンに収納してください｡ 

 (6)筆記試験の解答には、鉛筆を使用してください。 

 (7)筆記試験中机上に置けるものは、受験票・鉛筆・消しゴム・時計（時刻表示以外の機能を備えているものは使用禁止、

アラームは消しておくこと。）のみとし、これ以外の所持品は置かないでください。下敷きを持参しても使用できま

せん。 

 (8)上履きを用意する必要はありません。 

 (9)試験終了まで試験場の外には出られません。午後まで試験のある受験生は、昼食を持参してください。試験場内での

昼食の販売は行いません。 

 (10)付添者は試験場に入場できませんので、控室でお待ちください。 

【入学試験時の不測の事態の対応について】 

 不測の事態（気象災害、交通事故又は災害等により交通機関の運行に支障をきたした場合等）の対応窓口・お問合せ先

は下記のとおりです。 

鶴見大学入試キャリアセンター入試課  ℡ 045-580-8219・8220 

※緊急のお知らせがある場合は、【鶴見大学入試課公式】受験生応援ブログに掲出します。 

  （http://blog.tsurumi-u.ac.jp/nyushi/em） 

 

 

 合格発表について  

  ■掲示発表 
本学記念館地下１階 入試キャリアセンター入試課前で合格者の受験番号を掲示発表します。 

(合格発表日当日のみ、10 時 00 分～16 時 00 分) 

 

  ■ホームページ 
  本学ホームページに合格者の受験番号を掲載します。（合格発表日当日 10 時 00 分より） 

   http : //www.tsurumi-u.ac.jp 

トップ画面上のバナー「合格発表」をクリックして、該当する入試の合格発表リンクよりご覧いただけます。 

※合格発表をご覧いただくには、ＩＤとパスワードの入力が必要です。ＩＤとパスワードは、入学試験当日にお渡

しする『入学試験についての注意』に記載されておりますので、紛失しないようにご注意ください。 

※該当する入試の合格発表リンクが表示されない場合、ご利用のブラウザにて「最新の情報に更新」（「ページを再

読込み」）を行ってください。 

※閲覧可能期間は、合格発表日より７日間です。 
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  ■郵送 
   合格者には、合格発表日に合格関係書類一式（「入学手続要項」等）を簡易書留速達で発送します。 

注）電話による合否結果並びにＩＤやパスワードについてのお問合せには応じません。 

 

 

 入学手続について  

合格者に対して「入学手続要項」を郵送します。手続方法の詳細は要項に従ってください。 

(1)学納金は入学手続締切日までに納入してください。 

(2)合格関係書類の不着及び遅配を理由とした入学手続期間終了後の手続きは認めません。 

 

 

 長期履修制度について  

■制度の概要 
 この制度は、文学研究科において、時間的な制約等がある人に対して負担軽減を図り、柔軟な学習機会を提供すること

を目的としており、学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限（博士後期課程３年）を超えて一定の期間に

わたり、計画的に教育課程を履修し修了することを申出ることにより、審査のうえ長期履修を認めるものです。 

 

■申請資格 
 長期履修を申出ることのできる者は、文学研究科の在学生及び入学予定者のうち、次のいずれかに該当する者とします。 

 (1)職業を有する者（正規雇用・臨時雇用は問いません。ただし、短期間のアルバイトは除きます。）で、職務上の事情

により標準修業年限で修了することが困難な者 

 (2)育児、介護等により、標準修業年限で修了することが困難な者 

 (3)その他やむを得ない事情により、標準修業年限で修了することが困難であると学長が認めた者 

 

■在学期間 
 長期履修を許可された者（長期履修学生）の在学期間は、博士後期課程の場合６年を限度とします。ただし、休学期間

は在学期間に算入しません。 

 

■申請方法・時期及び適用の可否 
 文学研究科の入学試験合格者で長期履修を希望する者は、合格した専攻の入学手続期間内に、当該専攻主任と事前相談

のうえ、入学手続締切日までに「長期履修申請書・計画書」「申請資格を証明する書類」等を提出し、長期履修について

申出ることとします。（文学研究科在学中に長期履修を希望する場合は、指導教授と事前相談のうえ、所定の期間内に同

様に申出ることとします。） 

 長期履修の可否については、提出された申請書類等に基づき、文学研究科委員会の審議を経て、学長が決定します。 

 

■長期履修期間の変更 
 長期履修期間の変更（延長又は短縮）は、長期履修学生として入学した者についてのみ、１年単位での変更の申請を受

付けることとし、２月末日までに変更申請書類を提出し変更を申出る必要があります。ただし、修了する予定の学年時に

おける延長及び在学中に長期履修を申請し許可された者の変更申請は認めません。 

 長期履修期間の変更の可否については、文学研究科委員会の審議を経て、学長が決定します。なお、在学中に変更が許

可されるのは１回のみです。 

 

■学納金等 
 長期履修を許可された者は、学納金等として、入学金、授業料、施設設備費、学会費、学生保険料を、所定の期間内（入

学予定者は入学手続期間内）に納入します。ただし、授業料については、標準修業年限分の授業料総額を、長期履修を許

可された年数で割った金額（千円未満の端数が出た場合は初年度にその端数を合計した金額）を毎年納入します。具体的

な納入金額はＰ.21 を参照してください。 

 なお、許可された長期履修期間を超えて在学する場合の授業料等は、一般の学生の授業料等と同等の金額を適用します。

また、在学中に学納金の改定及び長期履修期間の変更が認められた場合には、金額が変更となります。 

※学生保険料は入学手続時のみの納入となりますが、長期履修期間により金額が変動します。 

 

 

長期履修制度の申請に関する詳細は、合格関係書類同封の「入学手続要項」を参照、若しくは鶴見大学文学

部教学課（℡ 045-580-8211・8212）へお問合せください。 
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 学納金等について  

学納金は入学手続締切日までに納入してください。 

なお、長期履修学生（Ｐ.20）として入学の場合、履修期間により金額が変わります。 

過不足のない金額にて納入するよう、注意してください。 

 

 ■初年度納入金 
 

《全専攻共通》                                        （単位：円） 

項    目 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

備   考 
履修期間３年 履修期間４年 履修期間５年 履修期間６年 

入  学  金 260,000    260,000   260,000   260,000   入学時のみ 

授  業  料 670,000   ＊504,000   402,000   335,000   年   額 

施 設 設 備 費 100,000   100,000   100,000   100,000   入学時のみ 

計 1,030,000   864,000   762,000   695,000    

   ＊履修期間４年の場合の２年次以降の授業料は、年額 502,000 円になります。 

 

  下記の諸費を代理徴収します。 
 

《日本文学専攻・英米文学専攻・ドキュメンテーション専攻》                   （単位：円） 

項    目 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

備   考 
履修期間３年 履修期間４年 履修期間５年 履修期間６年 

学  会  費 3,000   3,000   3,000   3,000   入学時のみ 

学 生 保 険 料 3,620   4,660   5,750   6,740   入学時のみ 

計 6,620   7,660   8,750   9,740    
 

《文化財学専攻》                                       （単位：円） 

項    目 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

備   考 
履修期間３年 履修期間４年 履修期間５年 履修期間６年 

学  会  費 4,500   4,500   4,500   4,500   入学時のみ 

学 生 保 険 料 3,620   4,660   5,750   6,740   入学時のみ 

計 8,120   9,160   10,250   11,240    

   ※学生保険料は、学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険であり、金額が変更される場合があります。 

 

 ■入学手続時納入額 
 

  《日本文学専攻・英米文学専攻・ドキュメンテーション専攻》           （単位：円） 

 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

履修期間３年 履修期間４年 履修期間５年 履修期間６年 

全額納入の場合 1,036,620  871,660  770,750  704,740  

授業料分納の場合 701,620  619,660  569,750  537,240  
 

  《文化財学専攻》                               （単位：円） 

 
通常の履修の場合 長期履修学生の場合 

履修期間３年 履修期間４年 履修期間５年 履修期間６年 

全額納入の場合 1,038,120  873,160  772,250  706,240  

授業料分納の場合 703,120  621,160  571,250  538,740  

 

(1) 授業料は２回に分けて納入することができます。分納額の納入期限は、入学年度の９月末日です。 

(2) 入学手続期間内に書類の提出及び学納金等の納入手続きをしない場合は入学を許可しません。 

  (3) 鶴見大学卒業生は、入学金を半額免除とし、施設設備費は全額免除します。 

  (4) 本学文学研究科博士前期課程同専攻修了者は、施設設備費を全額免除します。 

  (5) 本学文学研究科博士前期課程より、引続き同博士後期課程に入学する場合、入学金を全額免除します。 

 

 

※ 

※ 
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 博士後期課程の概要  
 

趣 旨 
 

 本学は、禅の精神に基づく社会福祉の増進と、社会文化の向上に貢献するために、昭和 38 年、文学部（日本文学科・英

米文学科（平成 14 年４月英語英米文学科に名称変更））をもって開学し、昭和 45 年に歯学部を開設、更に昭和 52 年には

大学院歯学研究科、平成元年には、大学院文学研究科修士課程（日本文学専攻・英米文学専攻）を設置しました。以後ま

すます教育・研究内容の充実につとめ、平成６年には日本文学専攻が、平成９年には英米文学専攻が博士後期課程を発足

させるに至りました。また、平成 14 年４月文学研究科文化財学専攻博士前期・後期課程を増設しました。更に、平成 30

年４月には文学研究科ドキュメンテーション専攻博士前期・後期課程を増設することになりました。 

 博士後期課程においては、男女・年齢・国籍を問わず、真摯な研究者に更に広く門戸を開き、わが国及び英語文化圏の

各時代、各分野にわたる文学・言語・文化の諸相の本質を深く探求し、その特性を解析する能力と鋭い感性を備えた優秀

な学究を養成し、もって学界に新風を送りこむとともに、一般社会への貢献を果そうとするものです。 

 

 

研究科・専攻 
 

研 究 科 専   攻 

文学研究科 

日本文学専攻 

英米文学専攻 

文化財学専攻 

ドキュメンテーション専攻 

 

 

標準修業年限  ３年 
 

 

入学定員・収容定員 
 

研 究 科 専   攻 入 学 定 員 収 容 定 員 

文学研究科 

日本文学専攻 ２人 ６人 

英米文学専攻 ２人 ６人 

文化財学専攻 ２人 ６人 

ドキュメンテーション専攻 ２人 ６人 

 

 

課程の修了 
 

 ３年以上在学し、所定の授業科目について日本文学専攻及び英米文学専攻は 20 単位以上、文化財学専攻は８単位以上、

ドキュメンテーション専攻は 12 単位以上修得し、更に必要な研究指導を受けたうえ、博士論文の審査に合格し、かつ、最

終試験に合格することが必要です。 

 

 

学位授与 
 

 本学文学研究科博士後期課程において所定の課程を修了した者に対して、日本文学専攻、英米文学専攻及びドキュメン

テーション専攻は博士（文学）、文化財学専攻は博士（文化財学）の学位を授与します。 
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専攻の特色 

 日本文学専攻  
 

(1) 教育研究上の特色 

  博士後期課程においては、全科目を特殊研究と演習の２群に分け、特殊研究では時代別日本文学と、日本語学及び中

国文学の研究を行います。また、演習科目では高度の専門性を備えた演習を行いつつ、各指導教授の指導のもとで論文

指導を行います。修了所要単位は 20 単位以上とします。３年以上在学し、所定の授業科目について 20 単位以上修得し

た者は、最終試験を受けるとともに、所定の手続きを経て博士論文を提出、審査を受けることができます。 

(2) 教育課程の特色 

  各専門分野において指導的立場にある教授・講師陣を擁し、図書館所蔵の豊富な文献資料を駆使して、充実した研究

指導を行います。特に日本文学研究では、開学時以来の学風として、広く学界に認められ評価されている、文献学的・

実証的研究方法による演習を織りまぜ、資料の正確な読解、本文批判の方法等に熟達せしめることを重視しています。

日本文学におけるすぐれた博士論文提出と以降の研究活動に資するよう教育していくことは言うまでもありません。 

  貴重文献資料による指導の具体例を若干あげると、以下のとおりです。 

 (ｲ) 古典籍関係 

   図書館に所蔵する多数の貴重典籍の中でも、質量ともに学界に定評のある、源氏物語関係写本・版本・古筆断簡等

を軸に、源氏物語本文研究の拠点として、将来その中枢となるべき研究者を養成します。また中古・中世の歌集・歌

学書や連歌関係資料も甚だ多く、また近世における多彩な出版資料の蒐集も特色の一つで、これらを生かした手堅い

研究を進め得る新進を育成していきます。 

 (ﾛ) 近代文学関係 

   広汎な作家を対象とした、初版本・文芸雑誌などの稀覯本や未発表原稿・自筆短冊・書簡等の蒐集に基づき、現在

の学界では未開拓のジャンルである近代書誌学の方法論を確立し、その専門家を養成します。 

 (ﾊ) 仏教文学関係 

   日本曹洞宗の開祖道元の真筆資料をはじめ、五山版や、多数の仏教関係所蔵資料により、日本文学の基底に脈々と

流れる仏教思想に注目し、その文学への影響と仏教文学の様相を考究します。 

   以上のような文献学的研究を基盤として、いずれの分野においても、文芸的感性と歴史的視野とを併せ持った研究

を進めることは言うまでもありません。これら高度の指導にこたえて、活発な研究活動を行う優秀な研究者が多数生

まれ出ることを期待しています。 

 

専任教員及び研究分野（平成 29 年度） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

中 川 博 夫 教 授 中世文学、和歌文学 中世歌学書、藤原定家、関東歌壇、京極派等 

片 山 倫太郎 教 授 近代文学 川端康成他、明治・大正・昭和文学 

新 沢 典 子 准教授 上代文学 万葉集 

神 林 尚 子 講 師 近世文学 江戸戯作・草双紙 

金   文 京 教 授 中国文学 中国近世戯曲小説・東アジア比較文学 

 

開設科目（平成 29 年度） 

授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位 

Ⅰ 

 

 

 

群 

上代文学特殊研究 ４ 

Ⅱ 

 

 

群 

上代文学演習 ４ 

中古文学特殊研究 ４ 中古文学演習 ４ 

中世文学特殊研究 ４ 中世文学演習 ４ 

近世文学特殊研究 ４ 近世文学演習 ４ 

近代文学特殊研究 ４ 近代文学演習 ４ 

日本語学特殊研究 ４ 日本語学演習 ４ 

中国文学特殊研究 ４  

※指導教授の授業科目 12 単位を含め、20 単位以上を履修し単位を修得します。 
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専攻の特色 

 英米文学専攻  
 

(1) 教育課程の特色 

  博士後期課程においては、全科目を特殊研究と演習の２群に分け、特殊研究では英文学、米文学、英語学、比較文学・

文化の各分野に関する高度の専門研究を行います。 

  ３年以上在学し所定の授業科目について 20 単位以上修得した者は、最終試験を受けるとともに、所定の手続きを経て

博士論文を提出、審査を受けることができます。 

(2) 教育研究上の特色 

  後期課程においては、前期課程で培った研究の基礎、すなわち正確な読みと分析力を基礎に、研究者としての能力を

高め、研究成果を学会や世に問うことのできる人材を育成することを目標にしています。そのため各指導教授よりなさ

れる個人指導が後期課程の教育の中心となります。具体的には学生は指導教授の演習科目に加えて、個人指導を受けな

くてはなりません。また、各自の研究の周辺領域にも目配りすべきことを配慮し、演習特殊研究を併せて 20 単位を最低

取得単位としています。最終目標は博士論文の作成にあるので、それを目標とした研究計画を作り、それに沿った研究

を進めるよう指導します。この過程で、発信力を育成し、学会発表や学会誌への投稿を慫慂します。 

 (ｲ) 英文学関係 

  ① 作品の深い理解と綿密な分析能力を涵養します。 

  ② 研究対象となる作家や作品、テーマに関する問題発見能力を養成し、オリジナリティーのある研究を目指します。 

  ③ 本学図書館には充実した原典と研究書を有しています。また、文献コンテンツ契約も多くなされています。特に博

士課程に於いては、先行研究を配慮し、基礎文献、関連文献を問わず、参考文献を広く渉猟することが必須となり

ます。 

 (ﾛ) 米文学関係 

  ① 作品を綿密に読む姿勢を重んじ、精密な読解に基づいた作品分析を基本とします。そのうえで、作品と不可分の関

係にある社会的・文化的事象にも広く目を向け、社会・文化・歴史という大きな枠組みの中で作品を捉える視点を

も養います。これにより、現代にあって文学作品を研究することの意義を見据えていきます。 

  ② 文学作品の背景をなす、あるいは文学作品と相関関係にある米国の文化をも研究対象とします。 

  ③ 米文学の古典と目される作家・作品に関し先行研究を踏まえて研究するのは当然のこととし、近年の米国に於ける

文化多元主義に鑑み、ユダヤ系や黒人作家はもとより、ネイティブアメリカン、日系、インド系、韓国系などのマ

イノリティー文学も積極的に研究対象に含めていきます。 

 (ﾊ) 英語学関係 

  ① 英語学の研究とは、第一に、英語の言語事実の精緻な観察・分析及びその理論化への志向を同等に尊重すること、

第二に、研究対象を共時的観点と通時的観点の両方から等しく考察することです。 

  ② 最近のわが国の英語学研究は、生成文法理論や認知言語学の強い影響の下で、言語理論構築を目指す研究に比重が

置かれる傾向にあり、研究領域も社会言語学や心理言語学などへ著しく拡大し、大きな成果を上げつつあるが、本

専攻ではそれらの成果を摂取することに努めつつ、統語論・形態論・音韻論・意味論・語用論などの英語学の下位

分野を、上記２つの特色を基盤に据えて研究することを目的とし、これに留意した教育を心掛けています。 

  ③ 上記以外には、英語と他言語の比較統語論なども研究対象となります。 

 (ﾆ) 英米文化・比較文学・英語教育その他 

   上記英米文学、英語学以外に、前期課程に於いて研究の範疇としている英語圏文学、英米文化研究、比較文学、国

際文化研究、言語学、異文化コミュニケーション、英語教育研究、人文情報学も指導教授の承認のもと研究対象とし

て認められます。この場合、副指導教員が指導にあたることもあります。 
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専任教員及び研究分野（平成 29 年度） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

マーティン・ 

Ｃ・コネリー 
教 授 

中世英文学／イギリス文学／アイ

ル ラ ン ド 文 学 ／ 英 米 文 化 ／

O r a l  &  W r i t t e n  E n g l i s h 

Communication 

Arthurian Romance, Awntyrs Off Arthure, 

T r e n t a l s  o f  S t  G r e g o r y / J a m e s  J o y c e 

studies/modern poetry and novel in U.K. &  

Ireland /English speaking & writing skills 

菅 野 素 子 准教授 イギリス文学、英語文学、文学批評 

イギリス文学、特に戦後のイギリスに移動してきた作

家の作品を研究しています。複数の言語や文化の狭間

に生きる作家がどのように場を切り開いているかに関

心があります。 

深 谷 素 子 准教授 
アメリカ文学・アメリカ文化。文学

作品を用いた英語教育 

20 世紀の小説（F.Scott Fitzgerald など）を中心に、

資本主義社会とアメリカ文学、文化の関わりについて。

多読を中心に、文学作品を英語教育に用いる意義と効

果の研究 

鈴 木 周太郎 准教授 アメリカ史、ジェンダー研究 
初期アメリカの女子教育について、特にヨーロッパと

の思想の交流と関連づけながら考察する。 

草 薙 優 加 教 授 

英語教授法、応用言語学、第二言語

習得論、非言語コミュニケーショ

ン、身ぶり、多読、ドラマ・イン・

エデュケーション 

英語教育における談話と相互行為（非言語コミュニケ

ーション、身ぶり、マルチモダリティ）、英語教育と教

養・表現（読書、アート、ドラマ）を、主に質的研究

法を用いて研究する。 

松 山 明 子 准教授 
言語社会学、ウェールズのバイリン

ガリズム 

異なる言語の話者がいる多文化社会の課題についてウ

ェールズ語復興の事例から考察する。 

宮 下 治 政 准教授 英語学 
英語統語論・比較統語論・生成文法理論（極小主義）・

言語変化（英語史） 

加 川 順 治 教 授 

西ヨーロッパの詩･小説･哲学。ボー

ドレール、プルースト(仏)、ダンテ、

ヴィーコ、モンターレ(伊)、ガルシ

ア＝ロルカ、アレイクサンドレ(西) 

より善く生きる勇気を絶望的な現実の直視に汲む、と

いう西欧文化の傾向の最も価値ある成果を、強固にペ

シミスティックな外観を呈する（そのレベルだけで論

じられがちな）作家たちに見る。 

冨 岡 悦 子 教 授 ドイツ文学・文化、比較文学・文化 
ドイツ語圏の近現代詩、特にＰ．ツェラン研究。ドイ

ツと日本にみられる植物詩の比較研究 

 

開設科目（平成 29 年度） 

授 業 科 目 単 位 

英文学特殊研究Ⅰ ４ 

英文学特殊研究Ⅱ ４ 

米文学特殊研究Ⅰ ４ 

米文学特殊研究Ⅱ ４ 

英語学特殊研究 ４ 

英 文 学 演 習 ４ 

米 文 学 演 習 ４ 

英 語 学 演 習 ４ 

英米文化特殊研究 ４ 

比較文学・文化特殊研究 ４ 

英語教育特殊研究 ４ 

国際文化特殊研究 ４ 

異文化間コミュニケーション特殊研究 ４ 

※指導教授の演習科目及び特殊研究 12 単位を含め、20 単位以上を履修し、単位を修得します。 

 



- 26 - 

 

専攻の特色 

 文化財学専攻  
 

 文化財学専攻は、「文献資料」、「考古資料」、「美術工芸資料」、「分析・保存」の４つの専門分野を設定し、文化財学全般

についての深い知見を有する人材の育成を通じ、指導的な研究者と専門的職業人の両者の養成を図ります。文化財学専攻

の４つの分野での教育・研究の特色は以下のとおりです。 

 (1) 文献資料分野 

   文献資料を主な研究対象とし、古文書・古典籍関係を基礎とした高度な文献資料学の掘り下げに取り組みます。本

学が所蔵する日本史関係の文献資料を考究し、文化財学に必須の諸資料の読解・分析力を養うことを教育指導の特色

とします。また、古文書の実物を用い、整理しつつ破損を修復するためのより高度な技術の習熟にも配慮しています。 

 (2) 考古資料分野 

   物質資料を主な研究対象とする考古資料の分野では、歴史時代の遺跡を主とし、発掘に伴う出土品ばかりでなく、

史料や伝世品をも参照しつつ、広義の歴史学を追究する研究法を教授します。更に物質資料の化学的な調査・分析法

と資料の保存を視野に入れた技術力を備えた秀でた研究者を養成するための指導・教育を行います。 

 (3) 美術工芸資料分野 

   美術工芸資料の分野では、文化財を生み出した技術の特質を解明することに重点を置き、実物を取り扱い保存修理

に寄与できる優れた伝統的技術を持った研究者の養成を目指します。 

 (4) 分析・保存分野 

   文化財の保存・分析の分野では、文化財のもつ材質の科学的特性を調査・分析し、保存・修復までをなし得る高度

な技術を身につけた研究者を養成し、遺物・遺跡保存や工芸品の修復・保存技術について実際的研究を行います。古

都鎌倉には、多くの神社に秀でた美術・工芸品が伝世されており、市内の遺跡からは多量の考古学遺物が出土してい

ます。これらの実物に即した研究を行います。 

 (5) 上記の４分野は相互に関連する所が多く、２分野以上にまたがる研究を行うことにより学際的、総合的な教育・研

究を通じ、新たな文化財学を構築します。 

 

専任教員及び研究分野（平成 29 年度） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

石 田 千 尋 教 授 歴史学 日蘭交渉史 

小 池 富 雄 教 授 工芸史、保存科学 漆工史 

宗   秀 明 教 授 考古学 考古学 

下 室 覚 道 教 授 仏教史 禅宗史 

緒 方 啓 介 准教授 美術史 東洋・日本彫刻史 

星 野 玲 子 准教授 文化財科学 石造文化財 

 

開設科目（平成 29 年度） 

授 業 科 目 単 位 

文化財学特殊研究Ⅰ（文献資料学） ４ 

文化財学特殊研究Ⅱ（考古資料学） ４ 

文化財学特殊研究Ⅲ（美術・工芸資料学） ４ 

文化財学特殊研究Ⅳ（分析・保存科学） ４ 

研 究 指 導  

※８単位以上を修得します。 
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専攻の特色 

 ドキュメンテーション専攻  
 

 ドキュメンテーション専攻は、高度デジタル化社会の中で、人文学の分野においても時代に即した技能や知識を修得し

た人材育成が求められていることから、図書館学、書誌学、情報学の３分野を融合した新しい時代に呼応する教育研究の

場を設けるために設置されます。 

 鶴見大学文学部にドキュメンテーション学科が設立された時に掲げられた「従来の図書館情報学では十分ではなかった

文献資料そのものの専門教育の強化と、それらを効率的に扱うための先端的人文系情報処理学の専門教育の強化」の目標

は、設立から 12 年を経た現在でも図書館情報学においてその重要さは変わらず、むしろ情報のデジタル化の勢いは当時の

未来予測を超え、先端的人文系情報処理の重要性はいっそう増しているといえます。このような情勢においては、学部レ

ベルの教育環境ではもはや十分ではなく、より高度な教育と研究の場を設けることが求められています。以上の背景から、

図書館学、書誌学、情報学の３分野を融合した教育・研究を目指すのが本専攻です。 

 企業や図書館でさまざまな情報を扱う人々やナレッジマネージメント等に従事する社会人は、既習の知識や技能がもは

や現在ある問題の解決には十分ではないと認識していながらも、この解決には複合領域的な知識が求められる一方、それ

らは個人での学習が難しいという状況に直面しています。本専攻では、このような実務者に向けても、教育研究の場を提

供し、複合領域的な分野における問題に対しても対応できる理論的な問題解決能力を身につけ、実践の現場でそれらを応

用し、問題解決に取り組むことができる人材を育成します。 

 本専攻の特徴として、研究指導は図書館学、書誌学、情報学を専門とする教員が専門領域の枠を超え、連携して集団で

指導します。また、社会で発生する複合領域的な現実課題に対応する授業を設けています。 

 本専攻の博士後期課程では、数百年前の文献資料から電子媒体、更には高度な情報処理を介する多様な形態の情報を等

しく扱う能力を修得するための、既存の学問領域としてある図書館学、書誌学、人文系情報学の基礎を身につけ、図書館

において指導的な立場にたち、運営はもとより、図書館の持つ本来の情報提供機関としての今後を探る研究者としても主

導的な立場で活躍する人材並びにドキュメントを扱う職業領域で活躍する研究・開発者を養成します。 

 

専任教員及び研究分野（平成 30 年度予定） 

氏   名 職 名 専門分野・研究主題 研究の特徴・重点など 

角 田 裕 之 教 授 図書館情報学、計量書誌学 
図書館に関する経営情報や利用情報、文献の書誌等を

計量し、相関関係や因果関係を考察します。 

大 矢 一 志 教 授 電子資料 電子資料論、人文資料の計算機処理 

伊 倉 史 人 教 授 和歌文学・書誌学 歌学書・中世古今集注・江戸期の叢書（群書類従、丹鶴叢書等） 

田 辺 良 則 教 授 情報学、計算機科学 
計算機システムの仕様と挙動を、離散数学を用いたモ

デリングによって解析する手法の研究 

元 木 章 博 教 授 

教育情報学、福祉情報工

学、図書館情報学（特に障

害者サービス） 

ＩＣＴを活用し，公的サービス機関や教育組織等にお

ける問題を解決に導く研究を実施します。その対象は，

図書館や学校，大学，福祉施設等です。 

河 西 由美子 教 授 教育学・図書館情報学 情報リテラシー・メディアリテラシー・読解力の育成など  

久保木 秀 夫 准教授 書誌学 和歌・中古仮名散文、古写本・古筆切 

 

開設科目（平成 30 年度予定） 

授 業 科 目 単 位 

研 究 指 導 Ⅰ ４ 

研 究 指 導 Ⅱ ４ 

研 究 指 導 Ⅲ ４ 

ドキュメンテーション特殊研究Ⅰ ４ 

ドキュメンテーション特殊研究Ⅱ ４ 

ドキュメンテーション特殊研究Ⅲ ４ 

※12 単位以上を修得します。 
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 そ の 他  
 

教育職員免許状の取得 
 

  (1) 中学校・高等学校教諭一種免許状をすでに取得している者が、本学文学研究科博士前期課程を修了し所定の単位

を修得した場合には、中学校・高等学校教諭専修免許状が授与されます。 

  (2) 初めて教職課程の所定の単位を修得しようとする者は、本学文学研究科博士前期課程を修了し所定の単位を修得

することと併せて、鶴見大学文学部科目等履修生として教職課程の所定の単位を修得すれば、同様に免許状を取得

することができます。（ただし、大学院本来の学修・研究に支障のない限りにおいて、これを許可します。） 

 

  本学文学研究科にて取得できる免許状の種類並びに免許教科 

研 究 科 専   攻 免許状の種類 教  科 

文学研究科 

日本文学専攻 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 
国     語 

英米文学専攻 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

外  国  語 

（英  語） 

文化財学専攻 
中学校教諭専修免許状 社     会 

高等学校教諭専修免許状 地 理 歴 史 

 

 

奨学金制度 
 

   次の奨学金制度があります。 

  (1) 本学奨学金 

    毎年度、各専攻若干名に対して奨学金を給付します。 

  (2) 日本学生支援機構奨学金（貸与） 

  (3) その他の奨学金 

    地方自治体並びに民間育英事業団体等 
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 試験会場案内図  

 



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※入学試験に関する個人情報の取扱いについて 
 本学では、入学試験志願票に記載いただいた氏名・連絡先等に関する情報、また、成績証明書等
の個人情報は、厳重に取扱い、入学選抜以外の目的に使用することはありません。 
 

●お問合せ先 

《出願書類・手続に関すること】 鶴見大学願書受付センター 

                電話番号 ０４４－４３０－１３２４ 

                受付時間：平日９：００～１７：００ 

                        （出願期間中のみ受付） 

《その他入試全般に関すること】 鶴見大学入試キャリアセンター入試課 

                受付時間：平日９：００～１６：００ 

                     土曜９：００～１２：００ 

 

 

鶴見大学入試キャリアセンター入試課 

〒230-8501 横浜市鶴見区鶴見 2－1－3 

℡ 045-580-8219・8220 

 


